
２　住民基本台帳　住民基本台帳カードが登場が登場！！ 

４　住み慣れ　住み慣れた家で 安心安心して快適な快適な 
暮らしを続け続けるために 

５　元気　元気ですねすね 
おじいちゃん・おばあちゃん 

６　９月７日は町議会議員選挙町議会議員選挙の投票投票日です！ 

７　宮中雅楽鑑賞会か　宮中雅楽鑑賞会から 

８　石川町省　石川町省エネビジョンパート④ 

９　健康い　健康いしかわ２１計画計画パート⑪ 

１０　町　町のホットニュース 

１２　みん　みんなの広場広場 

１４　I Like Ishikawa 

１５　町史編纂室　町史編纂室だより 

１８　町か　町からのお知らせ 

���
�� ���

��	

平成１
５年８

月１
日発
行 

● 第5
23号

 ● 

２　住民基本台帳カードが登場！！ 

４　住み慣れた家で 安心して快適な 
暮らしを続けるために 

５　元気ですね 
おじいちゃん・おばあちゃん 

６　９月７日は町議会議員選挙の投票日です！ 

７　宮中雅楽鑑賞会から 

８　石川町省エネビジョンパート④ 

９　健康いしかわ２１計画パート⑪ 

１０　町のホットニュース 

１２　みんなの広場 

１４　I Like Ishikawa 

１５　町史編纂室だより 

１８　町からのお知らせ 



2 広報いしかわ　８月号

　

平
成　

年
８
月
５
日
か
ら
住
民
基
本

１４

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
稼
動

し
ま
し
た
。

　

住
民
票
コ
ー
ド
が
割
り
当
て
ら
れ
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
の
４

つ
の
情
報
に
よ
る
行
政
共
同
の
シ
ス
テ

ム
と
し
て
運
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
８
月　

日
か
ら
は
、
住
民
票
の

２５

写
し
の
交
付
が
全
国
ど
こ
で
も
受
け
ら

れ
、
ま
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
希

望
す
れ
ば
交
付
（
有
料
）
さ
れ
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
登
場　
!!

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
が 

さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
す 

　

こ
れ
ま
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
に
は
、
住
民

票
の
写
し
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
恩
給
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

受
給
権
調
査
申
立
書
に
市
区
町
村
長
の
証
明
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

住
基
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付

な
ど
行
政
機
関
へ
の
申
請
や
届
出
の
際
に
住
民

票
の
写
し
を
添
付
し
た
り
、
証
明
を
受
け
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付
手
数

料
の
負
担
や
住
民
票
の
写
し
の
交
付
を
受
け
る

た
め
に
市
区
町
村
の
窓
口
ま
で
出
か
け
て
い
く

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
が
不
要
に

各
種
申
請
や
届
出
に

不
要
に

共
済
年
金
の
現
況
届
が

　

こ
れ
ま
で
、
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
た
方
は
、

年
に
１
回
、
現
況
届
な
ど
生
存
確
認
の
た
め
の
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

住
基
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
共
済
年
金
受
給
者
の

現
況
届
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
共
済
年
金
受
給
者
が
現
況
届

等
に
記
入
し
、
年
金
支
給
機
関
へ
郵
送
す
る
手
間

や
切
手
代
の
負
担
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
支
給
機
関
は
現
況
届
等
を
共
済
年

金
受
給
者
に
郵
送
す
る
経
費
や
手
間
が
不
要
と

な
る
ほ
か
、
年
金
の
過
払
い
を
防
止
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

各
市
区
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、都
道
府
県
や
指
定
情
報

処
理
機
関
に
お
い
て
、
住
民
票
の
情
報
の
う
ち
４
情
報
（
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住

所
）、
住
民
票
コ
ー
ド
と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
（「
本
人
確
認
情
報
」）
を
保
有
す
る
こ
と

に
よ
り
、
全
国
共
通
の
本
人
確
認
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
８
月
に
始
ま
っ
た
住
基
ネ
ッ
ト
第
１
次
サ
ー
ビ
ス
と
は
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平
成　

年
８
月　

日
か
ら

１５

２５

住
基
ネ
ッ
ト
第
２
次
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も

自
分
の
住
民
票
の
写
し

が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

現
在
、
住
民
票

の
写
し
の
交
付
は
、

住
ん
で
い
る
市
区

町
村
で
し
か
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

住
基
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
て
全
国
市

区
町
村
間
で
住
民

票
の
情
報
の
や
り

取
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
、住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な
ど
を
市
区
町
村

の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、本
人

や
世
帯
の
住
民
票
の
写
し（
戸
籍
の
表
示
を

省
略
し
た
も
の
）の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

転
入
転
出
手
続
き
の
簡
素
化

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を

受
け
て
い
る
場
合
、転
出
届
を

郵
送
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

引
越
の
手
続
で
窓
口
に
行
く
の
は

転
入
時
１
回
だ
け
で
済
み
ま
す

　

現
在
、
引
越
の
場

合
に
は
、
ま
ず
、
住

ん
で
い
る
市
区
町

村
に
転
出
届
を
行

い
、
転
出
証
明
書
の

交
付
を
受
け
た
上

で
、
引
越
先
の
市
区

町
村
に
転
入
届
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、確
実
な
本
人
確
認
が
で
き

る
た
め
、一
定
の
事
項
を
記
入
し
た
転
出
届

を
郵
送
で
行
い
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

引
越
先
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
提
示
し
て

転
入
届
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、引
越
の
場
合

に
窓
口
に
行
く
の
が
転
入
時
の
１
回
だ
け

で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

住住住住住住住住住住住住住住 民民民民民民民民民民民民民民 基基基基基基基基基基基基基基 本本本本本本本本本本本本本本 台台台台台台台台台台台台台台 帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳 カカカカカカカカカカカカカカ ーーーーーーーーーーーーーー ドドドドドドドドドドドドドド のののののののののののののの 登登登登登登登登登登登登登登 場場場場場場場場場場場場場場住 民 基 本 台 帳 カ ー ド の 登 場

住基ネットの

個人情報保護対策

　住民基本台帳ネットワ
ークシステムでは、個人情
報の保護を最も重要な課
題としています。
　そのため、個人情報保護
に関する国際的な基準を
十分踏まえた上で、制度面、
技術面及び運用面などあ
らゆる面で十分な対策を
行っています。

�外部からの侵入の防止
�内部の不正利用の防止

　住民基本台帳カードは、高度の
セキュリティ機能を備えたＩＣカ
ードを採用することにより、住基
ネットでの本人確認の利用、公的
個人認証サービスでの秘密鍵など
の保存用カードとしての利用、市
区町村の条例に規定する独自サー
ビスでの利用を安全に行うことが
可能になっています。
①それぞれの利用目的ごとに、正
当なカード利用者かどうかの確
認を利用者自身が入力するパス
ワードにより行います。
②それぞれの利用目的ごとに、カ
ードとシステム間で相互の正当
性を確認します。
③利用目的ごとの独立性を確保し、
個人情報を保護するための措置
として、カード内にアプリケー
ションファイアウォールを設け、
利用の制限を行います。
④カードのチップ部分への物理
的・倫理的攻撃に対する防御対
策を講じます。

保有する情報や利用目的
を法律で限定しています

住民票コードは、
利用が限定されています

外部からの侵入と
内部の不正利用を
防止しています

住民基本台帳カードは、
個人情報を守る
ＩＣカードです

高度のセキュリティ機能を備えた
ＩＣカードを採用します

▲写真なしカード ▼写真付きカード

希望すれば、
住民基本台帳カードが
交付されます

●カード内に記録されている住民
票コードにより、住基ネットで
の本人確認に利用できます。

→住民票の写しの広域交付、転入転出手

続の簡素化、法令で住基ネットの利用を

認められた事務での本人確認に活用

●公的個人認証サービスの秘密鍵、
電子証明書の保存用カードとし
て利用できます。

●写真付を希望した場合は、公的
な証明書として利用できます。
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ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
依
頼
し
て
、
ど
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
を
ど
の
く
ら
い
利
用
す
る
か
と
い
う
介
護
サ

ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
も
と
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
ま
す
。
利
用
料
の
自
己
負
担
は
原
則
と
し
て
１

割
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
に
申
請
し
て
「
介
護
や
支
援
が
必
要
」
と
認
定
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

非
該
当
（
自
立
）

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
町

が
行
っ
て
い
る
保
健
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

ま
す
。

要
支
援

在
宅
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で

き
ま
す
。

要
介
護
１
〜
５

在
宅
サ
ー
ビ
ス
と

施
設
サ
ー
ビ
ス

（
入
所
）
が
利
用

で
き
ま
す
。

　

次
回
は
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

●
介
護
保
険
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
は　

保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係　

�
２
６
―
９
１
２
４

住み慣れた我が家で
安心して快適な暮らしを続けるために

住み慣れた我が家で
安心して快適な暮らしを続けるために
　介護保険制度は40歳以上の方がみんなで保険料を払って、
介護が必要になった時に誰でも安い負担で介護サービスを利用
できる“介護”をみんなで支え合う制度です。
　８月号から数回にわたり「介護保険」についてお知らせして
いきます。介護の問題は、いつ自分の身に振りかかってくるか
わかりません。介護保険の仕組みを理解して、介護が必要にな
ったとき上手に活用しましょう。

病
気
や
加
齢
に
よ
り
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り

生
活
が
し
に
く
く
な
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
申
請
を

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

　

役
場
の
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
に
申
請
し
ま
す
。

申
請
は
本
人
か
家
族
が
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
難
し
い

時
に
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
代
行
し
て
も

ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
…

　

在
宅
の
高
齢
者
等
や
そ
の
介
護
者
の
相
談
に
応
じ
、

サ
ー
ビ
ス
の
調
整
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
申
請
手
続
き

等
を
行
う
機
関
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

役
場
の
調
査
員
が
自
宅
を
訪
問
し
、
心
身
の
状
況
等

に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

●
申
請

●
訪
問
調
査

機　
　

関
（
電
話
番
号
）

愛
恵
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

�
２
６
―
０
０
８
１

石
川
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

�
２
６
―
９
２
５
５
「
さ
く
ら
荘
」

担
当
地
区

旧
石
川
、
母
畑

右
記
以
外
の
地
区

　

訪
問
調
査
の
結
果
と
医
師
の
意
見
書
を
も
と
に
、
ど

の
程
度
介
護
が
必
要
か
を
判
定
し
ま
す
。

　

判
定
の
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。（
判
定
の
結
果
が

で
る
ま
で
１
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
）

●
審
査
・
判
定

●
認
定
結
果
の
通
知

●
サ
ー
ビ
ス
利
用

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画（　
  
）の
作
成

ケ　

ア

プ
ラ
ン
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９
月　

日
は
「
老
人
の
日
」。

１５

　

多
年
に
わ
た
り
、
社
会
に
尽
く
し

て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝

う
日
で
す
。

　

わ
が
町
に
は
、
１
０
０
歳
以
上
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
２
人
、　

歳
以
上

９０

の
お
年
寄
り
が
１
４
３
人
い
ま
す
。

　

お
元
気
で
す
ね　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

　

今
年
も
恒
例
の
石
川
町
長
寿
番
付
表
を

作
り
ま
し
た
。
町
内
の　

歳
以
上
の
お
年

９０

寄
り
は
、
１
４
３
人
（
７
月　

日
現
在
）

２３

い
ま
す
。

　

東
の
横
綱
に
は
、
１
０
２
歳
を
迎
え
ら

れ
た
丹
内
リ
ウ
さ
ん
（
当
町
）、
西
の
横
綱

に
は
、
１
０
１
歳
を
迎
え
ら
れ
た
永
田
ト

ラ
ヨ
さ
ん
（
下
泉
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
行
政
区
長
や
民
生
児
童
委

員
、
婦
人
会
な
ど
各
種
団
体
の
協
力
を
い

た
だ
い
て
、
各
地
区
で
長
寿
を
祝
う
敬
老

会
を
６
地
区
２
施
設
の
８
会
場
で
行
い
ま

す
。

　

今
年
の
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
る
お
年
寄

り
は
、
昭
和
３
年
９
月　

日
ま
で
に
生
ま

１６

れ
、　

歳
以
上
に
な
ら
れ
る
２
、
１
７
６

７５

人
（
７
月　

日
現
在
）
の
み
な
さ
ん
で
す
。

２３

招
待
者
に
は
、
長
寿
を
祝
い
、
祝
金
や
祝

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

各
地
区
で
長
寿
を
祝
う

敬
老
会
を
開
催

石川町長寿番付表 ●平成15年7月23日現在 
西 東 

石

川

町

長
　

西
牧
　
立
博 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
　

近
藤
　
　
隆 

  

石
川
老
人
ク
ラ
ブ
　

鹿
岡
　
主
計 

新
田
老
人
ク
ラ
ブ
　

近
藤
　
　
隆 

外
槙
老
人
ク
ラ
ブ
　

吉
田
　
義
朝 

  

沢
田
老
人
ク
ラ
ブ
　
　

国
井
　
　
正 

野
木
沢
老
人
ク
ラ
ブ
　

矢
吹
　
重
治 

母
畑
老
人
ク
ラ
ブ
　
　

滝
口
　
義
丸 

  

中
谷
老
人
ク
ラ
ブ
　

角
田
　
雄
幸 

山
橋
老
人
ク
ラ
ブ
　

芳
賀
　
　
規 

審
判 

行
司 

行
司 

行
司 

横
綱 

関
脇 

同 同 小
結 

同 同 同 

永
田
ト
ラ
ヨ 

関
根
　
ハ
ナ 

大
島
ミ
チ
ヱ 

郷
　
　
カ
ル 

郷
　
ミ
サ
ヲ 

前
田
　
　
勝 

有
賀
　
シ
ヅ 

酒
井
　
ハ
ル 

大
平
　
キ
ク 

鈴
木
　
ク
ニ 

最
上
　
ミ
ヤ 

酒
井
　
末
治 

近
内
　
良
代 

渡
辺
　
庄
助 

南
條
　
チ
ヨ 

金
澤
　
ト
ク 

小
豆
畑
フ
ユ 

八
木
　
正
一 

坂
本
キ
ク
ノ 

曲
山
　
デ
ン 

矢
吹
　
ミ
ヨ 

添
田
　
ミ
ツ 

渡
辺
　
キ
イ 

二
瓶
　
ミ
ヱ 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
三 

九
三 

王
子
平 

塩
ノ
平 

下
泉 

塩
沢
字
大
日
向 

塩
ノ
平 

北
山
形
字
大
平 

母
畑
字
長
石
田 

中
野
字
水
内 

百
一 

九
七 

九
七 

九
七 

九
六 

九
六 

九
六 

九
六 

九
五 

九
五 

九
五 

九
五 

九
五 

九
五 

九
四 

九
四 

下
泉 

母
畑
字
新
屋
敷 

王
子
平 

沢
井
字
後
原 

新
屋
敷
字
塩
塚 

沢
井
字
藤
沢 

塩
沢
字
二
斗
蒔 

山
形
字
松
森 

塩
ノ
平 

双
里
字
白
坂
下 

南
山
形
字
中
野
沢 

沢
井
字
五
反
分 

中
野
字
杉
内 

飛
ケ
作 

坂
路
字
野
出
ノ
内 

下
泉 

前
頭 

同 同 同 同 同 同 同 

前
頭 

同 同 同 同 同 同 同 

大
塚
　
助
右
衛
門 

二
瓶
　
好
房 

鈴
木
　
ハ
ル 

蛭
田
　
チ
ノ 

常
松
タ
子
ヨ 

佐
藤
　
チ
ヨ 

  

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

  

沢
井
字
竹
柄 

中
野
字
八
斗
蒔 

母
畑
字
湯
前 

南
山
形
字
中
野
沢 

塩
ノ
平 

曲
木
字
新
屋
敷 

  

前
頭 

同 同 同 同 同 
  

横
綱 

大
関 

関
脇 

同 同 小
結 

同 同 

丹
内
　
リ
ウ 

永
沼
　
六
郎 

大
塚
　
ミ
ノ 

丹
内
　
ユ
キ 

吉
田
　
ヒ
ロ 

近
内
　
セ
ン 

安
藤
　
久
江 

平
田
ア
ヤ
子 

柳
沼
　
　
進 

添
田
　
チ
ヨ 

水
野
ナ
ツ
ミ 

諸
岡
　
ヤ
イ 

小
湊
　
ヨ
シ 

荒
川
　
ナ
ツ 

熊
懐
　
ヤ
エ 

小
野
間
キ
イ 

鈴
木
　
タ
ケ 

小
木
　
清
美 

須
藤
　
ミ
ヨ 

有
賀
　
ア
キ 

岡
崎
ナ
ヲ
ヱ 

吉
田
　
サ
ヨ 

遠
藤
　
サ
ノ 

戸
村
　
ト
メ 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
三 

中
田
字
下
矢
造 

板
橋
字
上
松
ケ
平 

板
橋
字
北
浮
庭 

下
泉 

双
里
字
双
里 

新
屋
敷
字
鷹
ノ
巣 

双
里
字
双
里 

山
形
字
岸
久
内 

百
二 

九
八 

九
七 

九
七 

九
七 

九
六 

九
六 

九
六 

九
六 

九
五 

九
五 

九
五 

九
五 

九
五 

九
四 

九
四 

当
町 

湯
郷
渡
字
米
子
平 

南
山
形
字
中
野
沢 

双
里
字
谷
津
前 

南
山
形
字
中
野
沢 

中
野
字
悪
戸 

立
ケ
岡 

北
山
字
関
場 

下
泉 

北
山
形
字
萱
手
作 

南
山
形
字
中
野
沢 

白
石 

谷
地
字
竹
ノ
花 

当
町 

鹿
ノ
坂 

塩
沢
字
大
日
向 

小
結 

前
頭 

同 同 同 同 同 同 

前
頭 

同 同 同 同 同 同 同 

小
林
　
武
雄 

角
田
　
友
義 

山
崎
　
キ
ク 

遠
藤
　
義
勝 

佐
藤
　
三
郎 

永
沼
　
荘
次 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

沢
井
字
西
ノ
作 

沢
井
字
竹
柄 

大
橋 

山
形
字
若
林 

沢
井
字
東
内
打 

山
形
字
兎
田 

前
頭 

同 同 同 同 同 
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９
月
７
日
は
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

私
た
ち
町
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
、
今
後
４
年
間
み
な
さ
ん
の
代
表
に

な
る
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
選
挙
ほ
ど
選
挙
違
反
が
増
え
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
選
挙

違
反
は
、
他
の
犯
罪
同
様
「
大
き
な
罪
」
で
す
。
供
応
し
た
人
も
、
買
収
や

供
用
を
受
け
た
人
も
同
じ
罪
に
問
わ
れ
ま
す
。
き
れ
い
な
選
挙
で
、
明
る
く

住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

投
票
の
で
き
る
人

　

投
票
の
で
き
る
人
は
、
ま
す
「
選
挙
人

名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件

と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
昭
和　

年
９
月
８
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

５８

人
で
、
石
川
町
に
引
き
続
き
３
カ
月
以
上

居
住
し
て
い
る
人
。

※
た
だ
し
、
大
学
生
及
び
就
職
等
で
町
外

に
お
い
て
生
活
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

町
に
住
所
が
残
っ
て
い
て
も
、
現
在
生
活

し
て
い
る
場
所
が
住
所
地
と
み
な
さ
れ
選

挙
人
名
簿
に
は
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
平
成　

年
６
月
１
日
ま
で
に
転
入
届
を

１５

出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
石
川
町
に
引
き
続

き
３
カ
月
以
上
生
活
し
て
い
る
人
。

二十歳になって

初めての選挙。 

私も、石川町の未来のため

に投票します。 

みなさんも棄権しない

で、投票しましょうね！

 

◎告示日 
　平成１５年９月２日（火） 

◎投票日 
　平成１５年９月７日（日） 

◎投票時間 
　午前７時から午後７時まで 

9
月
7
日
は
日
は
 

町
議
会
議
員
選
挙

町
議
会
議
員
選
挙
の
 

投
票
日
で
す

投
票
日
で
す
 

9
月
7
日
は
 

町
議
会
議
員
選
挙
の
 

投
票
日
で
す
 

�
�
�
�



7広報いしかわ　８月号

不
在
者
投
票
は

　

投
票
日
に
仕
事
や
出
張
、
旅
行
な
ど
で

出
か
け
た
り
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
当
日
、

投
票
所
に
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
人
は
、

選
挙
の
告
示
日
の
９
月
２
日
（
火
）
か
ら

９
月
６
日
（
土
）
ま
で
の
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
時
間
は
、
午
前

８
時　

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
郵

３０

送
さ
れ
た
入
場
券
を
持
っ
て
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
（
役
場
内
）
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
身
体
の
不
自
由
な
人
へ

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
障
が

い
の
程
度
が
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
人

は
「
郵
便
投
票
制
度
」
を
受
け
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会

　

投
票
す
る
時
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、な
く
し

た
場
合
で
も
投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、
投

票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。）

●
候
補
者
の
氏
名
は
は
っ
き
り
書
い
て
く

だ
さ
い
。

●
字
を
知
ら
な
い
人
や
ケ
ガ
な
ど
で
文
字

が
書
け
な
い
人
は
、
代
理
投
票
が
で
き
ま

す
。
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

�
２
６
�
２
１
１
１

不
在
者
投
票
は
…

平
成　

年
９
月
２
日
�
か
ら

１５
９
月
６
日
�
の
ま
で
の
毎
日

時
間
…
午
前
８
時　

分
３０

か
ら
午
後
８
時

●議員定数が２０人から１８人に変わりました。
　石川町議会は、平成１４年１２月定例会おいて、石川町
議会議員の定数を定める条例が制定されました。
　議会議員の定数については、平成１５年１月１日施行
の地方自治法の改正により条例で定めることとなる
ため、平成１５年１月１日を施行日とした議員定数を１８
人とする条例を定めました。

　

平
成　

年
６
月　

日
、
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
・
石
川

１５

２８

の
総
合
体
育
館
で
、
宮
中
雅
楽
鑑
賞
会
が
開
か
れ
、
町

内
外
か
ら
約
２
、
５
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

※
関
連
記
事
・　

ペ
ー
ジ
「
町
の
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」

１１

投
票
す
る
上
で
の

注
意

ま
で
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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4,690

2,555
2,350
1,510

10,060

2,400
2,320
2,260
960

9,550

245
2,295
3,345

2,745

16,715

1,350
1,385
1,235

14,800

7,925

170
1,665

15,015

3,445

13,575

4,965

1,365

35,645

47,460

43,990

0

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

43,990 

47,460 

35,645 

家庭用 
合計：101,815本 

業務用 
合計：70,920本 

工業用 
合計：59,850本 

農業用 
合計：11,585本 

公共施設 
合計：13,820本 

■

■

■

■

■

■
■■■■■■

■
山
橋
地
区 

■
中
谷
地
区 

■
母
畑
地
区 

■
野
木
沢
地
区 

■
沢
田
地
区 

■
石
川
地
区 

（本） 

　

石
川
町
で
は
、
町
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど
の
調
査
・
研
究

に
基
づ
い
て
、　

年
間
で　

％
の
二
酸
化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と

１０

１５

す
る
目
標
を
立
て
た
「
石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
号
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
課
題
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
捉
え
る
全
体
像
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
、
目
的
別
に
わ
け
た
地
区
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

実
体
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
パート④

計公共
施設農業用工業用業務用家庭用

133,4254,9651,36535,64547,46043,990
石
川
地
区

21,1654,6902,5552,3501,51010,060
沢
田
地
区

33,8701701,66515,0153,44513,575

野
木
沢
地
区

26,6951,3501,3851,23514,8007,925
母
畑
地
区

25,3452452,2953,3452,74516,715
中
谷
地
区

17,4902,4002,3202,2609609,550
山
橋
地
区

257,99013,82011,58559,85070,920101,815合
計

※原油換算値　単位：ドラム缶（本）/年

石川町のエネルギー消費量

１日当たりドラム缶 
約７０６本を消費 
１人当たり年間 
約１３本を消費 

※ドラム缶１本＝２００r
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11◯11◯

パ
ー
ト

パ
ー
ト

パ
ー
ト

　

石
川
町
の
平
成　

年
の
が
ん
に
よ
る
死

１３

亡
者
数
は
、　

人
で
総
死
亡
の　

％
を
占

５５

２９

め
、
過
去
５
年
間
を
見
て
も
常
に
第
１
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
肺
が
ん
、

胃
が
ん
の
死
亡
が
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
見
る
と
、

大
変
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に

増
加
傾
向
に
あ
る
肺
が
ん
、大
腸
が
ん
、乳

が
ん
へ
の
対
策
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
が
ん
発
症
の
約　

％
に
は
、

７０

食
生
活
習
慣
、
喫
煙
、
飲
酒
習
慣
等
が
関

係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
食

生
活
習
慣
は
、
が
ん
の
危
険
因
子
と
し
て

大
き
く
影
響
し
て
い
て
、
塩
辛
い
食
品
は

胃
の
粘
膜
に
障
害
を
与
え
て
胃
が
ん
の
発

生
を
高
め
、
高
脂
肪
の
食
事
や
低
繊
維
の

食
事
は
腸
管
の
発
が
ん
性
を
高
め
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
食
事
に

よ
る
発
が
ん
物
質
や
カ
ビ
な
ど
の
摂
取
も

影
響
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
喫
煙
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
食

事
に
お
け
る
要
因
は
多
岐
に
わ
た
る
の
に

対
し
、
喫
煙
は
単
独
の
要
因
で
は
最
大
の

原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
喫
煙
は
、
ほ
と

ん
ど
の
臓
器
の
が
ん
に
影
響
し
て
い
て
、

特
に
、
肺
、
咽
頭
、
食
道
の
が
ん
の
発
生

に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
肺
が
ん
に
お
い

①
が
ん
予
防
の
た
め
の
若
年
層
か
ら
の
生

活
習
慣
改
善
を
推
進
す
る
。

②
が
ん
予
防
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
正

し
い
知
識
の
普
及
を
す
る
。

③
各
種
が
ん
検
診
の
充
実
を
図
る
。

④
事
後
指
導
の
充
実
を
図
る
。

　

健
康
い
し
か
わ　

計
画
を
シ
リ
ー
ズ
で

２１

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
号
で
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
の
望
ま

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
全
国
的
に
増
加
傾
向
に

あ
る
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
発
生

の
要
因
と
発
生
予
防
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

て
は
、
喫
煙
が
発
生
原
因
の　

％
を
占
め

７５

て
い
て
、
が
ん
の
発
生
予
防
は
、
喫
煙
に

対
す
る
対
策
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
飲
酒
習
慣
は
食
道
が
ん
、
口

腔
・
咽
頭
が
ん
、
肝
臓
が
ん
な
ど
の
発
生

に
影
響
し
、
食
道
が
ん
口
腔
・
咽
頭
が
ん

で
は
、
喫
煙
習
慣
と
飲
酒
習
慣
が
重
な
っ

た
場
合
に
は
、
さ
ら
に
危
険
度
が
高
ま
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
の
危
険
因

子
と
い
わ
れ
る
、
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
改

善
の
た
め
に
、
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る

と
と
も
に
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
か
ら
が
ん
の
発
生
の

仕
組
み
を
理
解
し
、
よ
い
生
活
習
慣
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

増
加
傾
向
に
あ
る
�
が
ん
�

�
が
ん
�
の

発
生
予
防
の
た
め
に

�
が
ん
�
予
防
を

推
進
す
る
た
め
に

●集団検診状況（平成１３年度）

結　　果受診率
（％）

受診数対象数項　目
精検率（％）要精件数

１２．９２１２３１．７１，６４３５，１８４胃 が ん

１２．０１００１７．９８３６４，６７０大腸がん

０．３３２６．６８９０３，３４５子宮がん

２．８７６５５．５２，７２２４，９０６肺 が ん

※基本健康診査の受診率（５３．１％）と同じくらいまで上がることが望まれています。
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６
月　

日
、
元
石
川
技
術
専
門
学
校
跡
地
に
あ

１８

る
小
規
模
作
業
所
「
き
ら
ら
ハ
ウ
ス
」
と
石
川
更

生
園
の
２
つ
の
施
設
で
、
元
Ｘ
ジ
ャ
パ
ン
の
ボ
ー

カ
リ
ス
ト
Ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
が
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

Ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
さ
ん
は
、
２
年
前
か
ら
全
国
の
老

人
や
障
が
い
者
施
設
を
１
、
０
０
０
カ
所
近
く
ま

わ
っ
て
お
り
、
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
で
「
君
は
い

な
い
か
」
な
ど
３
曲
を
澄
ん
だ
歌
声
で
披
露
し
ま

し
た
。

　

普
段
コ
ン
サ
ー
ト
に
足
を
運
べ
な
い
人
々
に

と
っ
て
、
珍
し
い
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

６
月　

日
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー
ル
で
、

１５

石
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
「
ク
リ
ス
タ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ァ
ン
な
ど
１

２
０
人
が
来
場
。　

人
の
楽
団
員
が
高
橋
貞
春
さ

２６

ん
（
栃
木
県
）
の
指
揮
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交

響
曲　

番
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

１６

　

フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
で
は
中
島
丈
雄
さ
ん
（
浅
川

町
）
が
、
ビ
オ
ラ
協
奏
曲
で
は
中
林
弘
行
さ
ん

（
玉
川
村
）
が
見
事
な
演
奏
を
見
せ
、
木
管
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
で
の
久
石
譲
作
品
演
奏
も
人
気
を
呼

ん
で
い
ま
し
た
。

　

石
川
小
学
校
合
奏
部
員
が
招
待
さ
れ
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

石
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
が

ク
リ
ス
タ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

６
月　

日
、
石
川
町
体
育
館
で
第
５
回
あ
じ
さ

２９

い
ま
つ
り
（
遊
佐
憲
雄
実
行
委
員
長
・
境
ノ
内
）

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
２
０
０
人
が
参
加
。　

年
目
を
迎

１４

え
た
「
や
さ
し
く
助
け
合
う
仲
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
中
心
に
な
り
障
が
い
者
と

の
ふ
れ
合
い
を
深
め
て
い
こ
う
と
毎
年
６
月
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

体
験
発
表
、
手
工
芸
品
の
作
品
展
示
と
販
売
も

あ
り
、
手
話
教
室
で
習
っ
た
「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
」
を
全
員
で
合
唱
し
、
最
後
に
天
井
か
ら
約

３
０
０
個
の
風
船
を
降
ら
せ
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

元
Ｘ
ジ
ャ
パ
ン
T
o
s
h
i
が

障
害
者
の
た
め
コ
ン
サ
ー
ト

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
で

障
が
い
者
の
仲
間
づ
く
り
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７
月
５
日
、
石
川
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー
ル
で
、

第　

回
石
川
町
少
年
の
主
張
大
会
が
開
か
れ
町

１９
内
の
小
・
中
・
高
校
生　

人
が
登
壇
し
、
自
分
の

１３

意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
石
川
町
青
少
年
健
全
育
成
推
進

協
議
会
（
西
牧
立
博
会
長
）
の
主
催
で
行
わ
れ
た

も
の
で
、
小
学
生
は
友
だ
ち
や
姉
妹
の
こ
と
、
課

外
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
な
ど
。
中
学
生
は
自
分
の

体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど
。
高
校
生
は
人
間
関

係
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
約
２
０
０
人
が
訪
れ
堂
々
と
発
表

す
る
子
供
た
ち
の
姿
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

第　

回
少
年
の
主
張

１９
小
・
中
・
高
校
生　

人
が
発
表

１３

　

７
月
５
日
、
母
畑
温
泉
「
八
幡
屋
」
で
、
会
田

長
栄
さ
ん
の
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
受
賞
祝
賀
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

約
５
０
０
人
が
出
席
。
発
起
人
代
表
の
太
田
緑

子
さ
ん
は
「
会
田
さ
ん
は
ダ
メ
は
ダ
メ
と
筋
を
通

し
て
き
た
人
」
と
人
柄
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
雄
平
参
議
院
議
員
ら
８
人
が
祝
辞
を
述

べ
、
教
え
子
た
ち
と
一
緒
に
鏡
開
き
。
乾
杯
の
あ

と
懇
談
し
、
角
田
美
公
町
議
会
議
長
の
音
頭
で
万

歳
三
唱
し
受
章
を
祝
い
ま
し
た
。

　

会
田
さ
ん
は
「
私
を
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
教

師
と
し
て
、
み
な
さ
ん
に
礼
を
述
べ
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月　

日
、
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
・
石
川
の
総

２８

合
体
育
館
で
、
福
島
県
内
で
５
番
目
の
宮
中
雅
楽

鑑
賞
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

小
雨
の
な
か
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
約
２
、
５
０

０
人
が
入
場
し
、
過
去
４
ヵ
所
の
入
場
記
録
を
７

０
０
人
も
上
回
る
記
録
を
更
新
。
国
の
指
定
重
要

無
形
文
化
財
で
、
め
っ
た
に
見
学
で
き
な
い
演
奏

と
舞
楽
と
あ
っ
て
女
性
を
中
心
に
詰
め
掛
け
盛

会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
に
行
わ
れ
た
石
川
地
方
民
俗
芸
能
交
流
大

会
で
は
、
３
０
０
年
以
上
伝
承
さ
れ
て
い
る
石
川

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
中
田
の
さ
さ
ら
な

ど
、
３
団
体
の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

宮
中
雅
楽
鑑
賞
会
に

約
２
、５
０
０
人

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。

会
田
さ
ん
勲
三
等
旭
日
中
綬
章

受
章
を
５
０
０
人
で
祝
う
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
７

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
４
月
に
結

２７

婚
。
稲
作
、
葉
タ
バ
コ
な
ど
の
農

業
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
が
、
何

も
か
も
手
作
業
で
苦
労
し
た
日
々
を
思

い
出
し
ま
す
。
ま
た
、
昭
和　

年
頃
ま

３９

で
電
気
が
通
ら
ず
ラ
ン
プ
で
過
ご
し
こ

と
も
思
い
出
の
一
つ
で
す
。
そ
の
後
は
、

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
の
建
設

地
域
に
な
り
、
不
便
な
耕
地
で
も
あ
っ

た
の
で
土
地
を
手
放
し
、
勤
め
に
出
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
、
夫
婦
で

穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

野
菜
づ
く
り
や
お
湯
入
り
を
し
て

気
長
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

九
州
の
娘
の
と
こ
ろ
に
い
く
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

今
出
川
、
北
須
川
の
桜
並
木
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

斎
場
の
早
期
建
設
と
川
井
、
伏
木

地
内
の
道
路
の
整
備
で
す
。

職
業
▽
郡
山
市
に
あ
る
Ｈ
ａ
ｉ
ｒ　

Ｓ
ｐ

ｉ
ｒ
ｉ
ｔ　

ａ
ｎ
ｘ
で
美
容
師
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
技
術

の
向
上
に
努
め
、
お
客
様
が
最
高
水

準
で
満
足
で
き
る
よ
う
日
々
心
が
け
て
い

ま
す
。将

来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

美
容
師
と
し
て
、
カ
ッ
ト
、
パ
ー
マ
、

カ
ラ
ー
だ
け
で
な
く
、
ネ
イ
ル
、
着

付
け
、
メ
イ
ク
、
エ
ス
テ
な
ど
様
々
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
、
資
格
が
有
効
利
用
で

き
る
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
の
お
店
を
つ

く
る
こ
と
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

ど
こ
に
い
て
も
携
帯
電
話
が
つ
な
が

る
町
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
主
要
道
路
沿
い
へ
の
路
上
駐
車
が

目
立
ち
ま
す
の
で
対
処
し
て
ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

頼
れ
て
、
優
し
く
て
、
自
分
ら
し
さ

を
持
っ
て
い
る
人
で
す
。

次
回
は
、
小
池
さ
ん
の
紹
介
で
、

小
林　

晃
さ
ん
で
す
。

小
豆
畑　
裕　
治
さ
ん（　

歳
）

７３

　
　
　
　

マ
ツ
イ
さ
ん（　

歳
）

７３

住
所
／
沢
井
字
川
井

和久

小池　由美さん（２２歳）

鈴木　尚弥    ちゃん
なおや

板橋字塩ノ沢　　　　　　　　
幸男さん・良子さんの長男　　
平成１４年６月２０日生まれ　　　
「１１月にお兄ちゃんになるね！
これからも楽しい毎日を過ごそ
うね。」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。



風
格
の
あ
る
故
郷
を
誇
り
に
、学
究
生
活

故
郷
の
山
で
鍛
え
た
足
腰
で
、今
も
活
躍

神奈川県 鈴木　光男さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

島
根
県
の
西
の
玄
関
口
、
山
口
県
の

県
境
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
商
業
地
と

し
て
栄
え
、
石
見
空
港
の
開
港
に
よ
り

山
陰
と
主
要
都
市
を
結
ぶ
交
通
の
要
所

と
な
っ
て
い
る
、
人
口
約
５
万
人
の
益

田
市
で
す
。

　

ま
た
、
美
し
い
海
と
砂
浜
に
恵
ま
れ

て
い
て
、
海
に
沈
む
夕
日
は
絶
景
で
す
。

子
ど
も
の
頃
は
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た

大
自
然
の
中
を
泳
ぎ
ま
く
り
、
か
け
ま

わ
っ
て
育
ち
ま
し
た
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成
７
年
に
来
ま
し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

長
州
藩
ゆ
か
り
の
地
出
身
な
の
で
、

会
津
藩
ゆ
か
り
の
地
に
嫁
ぐ
こ
と
は
、

正
直
言
っ
て
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
で
し

た
。
で
も
人
々
と
の
繋
が
り
を
と
て
も

大
切
に
す
る
地
域
の
温
か
い
方
々
に
支

え
ら
れ
、
淋
し
い
思
い
を
感
じ
る
こ
と

な
く
、
気
づ
い
た
ら
も
う
８
年
。
今
で

は
石
川
町
民
に
な
り
き
り
、
子
育
て
や

様
々
な
行
事
を
通
じ
て
、
ふ
れ
合
い
の

時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

子
ど
も
た
ち
が
育
ち
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
、
若
者
が
定
着
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
望
み
ま
す
。

岩谷　香澄    ちゃん

かすみ

曲木字切通　　　　　　　　　
英代さん・美和子さんの長女　
平成１４年６月７日生まれ　　　
「優しさと思いやりのある、笑
顔の似合う女の子になって
ね！」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲学生に講義している様子
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双
里
字
桜
町

松
岡　

昌
子
さ
ん島根県益田市島根県益田市

◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か　

　

南
町
で
す
。
石
尊
山
を
仰
ぎ
八
幡
様
を
拝
し
て
育
ち
ま
し
た
。

二
つ
の
山
の
間
の
狭
い
所
で
す
か
ら
、
双
里
な
ど
に
行
く
と
、

大
平
原
に
出
た
よ
う
な
気
が
し
た
も
の
で
し
た
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

小
学
校
の
先
生
は
矢
吹
先
生
、
安
藤
先
生
で
す
。
矢
内
芳
夫

さ
ん
な
ど
、
同
級
生
の
お
家
に
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
て
戴
き
ま
し
た
。
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
方

も
多
い
で
す
が
、
佐
藤
知
良
さ
ん
中
島
悦
真
さ
ん
古
市
寛
さ
ん

な
ど
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
に
長
く
御
無
沙
汰
し

た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
時
代
は
、
よ
く
山
に
登
り
ま
し
た
。
旧
山
橋
村
や
中
谷
、

野
木
沢
な
ど
の
山
に
登
っ
て
、
安
達
太
良
山
、
磐
梯
山
、
那
須

山
な
ど
を
遠
望
し
て
、
広
大
な
光
景
に
感
激
し
た
も
の
で
し
た
。

今
も
そ
の
光
景
を
夢
に
み
ま
す
。
ど
こ
に
行
く
の
で
も
歩
き
で

し
た
か
ら
、
今
で
も
足
腰
は
丈
夫
で
す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

長
い
間
、
東
京
工
業
大
学
に
勤
め
て
、
定
年
後
は
東
京
理
科

大
学
に
勤
め
ま
し
た
。
専
門
は
「
ゲ
ー
ム
理
論
」
と
い
う
経
済

学
で
使
う
数
学
的
な
理
論
で
す
。
最
近
は
新
聞
な
ど
で
も
、
そ

の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
ゲ
ー
ム
理
論
の
研
究
会
を

作
っ
て
、
若
い
人
と
勉
強
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
大
学
で
講
演

を
し
た
り
し
て
、
ゲ
ー
ム
理
論
の
研
究
と
普
及
に
努
め
て
い
ま

す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

風
格
の
あ
る
静
か
な
町
で
す
。
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市
町
村
が
広
域
的
な
連
携
を
進
め

て
い
く
際
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て

き
た
一
部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
で

は
、
い
く
つ
も
の
市
町
村
が
集
ま
る

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
物
事
を
決
定

し
て
い
く
の
に
時
間
が
か
か
る
と
い

う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
が
協
力
し
、
種
々
の
事
業

を
連
携
し
て
行
う
「
広
域
行
政
」
と

し
て
は
、
関
係
す
る
市
町
村
が
さ
ら

に
一
体
と
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
決
め
た
り
、
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
市
町
村
の
区
域
も
一
体

化
さ
せ
て
一
つ
の
ま
ち
を
つ
く
る
、

市
町
村
の
合
併
と
い
う
方
法
も
あ
り

ま
す
。

さらに進んで
市町村合併

石
川
町
の
古
き
す
ば
ら
し
い
歴
史
を

商
業
活
性
化
の
た
め
に
活
か
し
た
い三

瓶　

善
孝
さ
ん
●

さ
ん
●
下
泉

▲城下町として栄えた歴史を探る

▲９月１３日・１４日行われる石川の秋まつり

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
地
域
の
人
々

が
リ
ー
ド
し
、
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
気

運
を
盛
り
上
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
地
場
産
業
を
見
直
し
、
城
下
町

と
し
て
栄
え
た
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

石
川
町
だ
け
で
し
か
で
き
な
い
魅
力
あ
る

も
の
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

さ
く
ら
カ
ー
ド
が
順
調
に
進
む
中
、
今

後
は
商
品
券
発
行
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、

�
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と
の
融
合
�

を
目
標
に
よ
り
良
い
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
内
需
拡
大
を
図
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
青
年
部
の
新
し

い
取
り
組
み
と
し
て
、
部
員
の
各
店
舗
を

利
用
し
た
体
験
学
習
な
ど
を
提
案
し
、
地

域
が
密
着
し
た
事
業
が
展
開
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

い
て
、
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
こ
の
鈴
木

宅
は
、
町
が
屋
敷
・
家
屋
の
保
存
を
し
、

再
建
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
地

域
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
復
元
で
き
た
な

ら
、
歴
史
の
名
の
あ
る
街
と
し
て
、
数
カ

所
に
昔
の
名
所
を
復
元
し
、
合
わ
せ
て
商

品
開
発
を
し
な
が
ら
、
町
外
か
ら
誘
客
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

　

そ
の
傍
ら
、
今
年
か
ら
２
年
間
商
工
会

青
年
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
さ
ら
に
は
さ

く
ら
カ
ー
ド
理
事
、
消
防
団
、
石
川
リ
ト

ル
リ
ー
グ
の
コ
ー
チ
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

緑
豊
か
な
石
川
町
は
、
幼
い
頃
か
ら
親

交
を
持
っ
て
い
る
友
だ
ち
や
四
季
折
々
の

行
事
な
ど
居
心
地
の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
特
に
９
月
中
旬
に
行
わ
れ

る
石
川
の
秋
ま
つ
り
は
大
変
な
面
も
あ
り

ま
す
が
、
小
さ
な
町
で
は
珍
し
い
伝
統
あ

る
行
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

先
日
、
石
川
町
教
育
委
員
会
町
史
編
纂

室
長
の
小
豆
畑
毅
さ
ん
の
石
川
地
方
の
歴

史
に
つ
い
て
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
自
由
民
権
運
動
と
し
て
奮
起
し
た

石
陽
社
有
志
の
一
人
、
鈴
木
重
謙
氏
に
つ

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

み
は
る
や
菓
子
店
の
４
代
目
と
し
て
、

東
京
で
７
年
間
洋
菓
子
づ
く
り
の
研
究
を

重
ね
、
平
成
元
年
に
帰
省
し
て
か
ら
は
店

舗
を
新
装
す
る
な
ど
、
お
客
様
が
美
味
し

く
召
し
上
が
れ
る
洋
菓
子
づ
く
り
に
専
念

し
て
い
ま
す
。
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約
し
ま
し
た
。

　

名
代
官
と
さ
れ
た
寺
西
重
次
郎
は
、

文
化
８
年
（
一
八
一
一
）
質
素
倹
約
の

励
行
の
た
め
、
南
奥
州
の
幕
府
領
・
私

領
で
の
地
芝
居
を
豊
作
の
年
の
一
回
を

除
き
禁
止
し
ま

し
た
。
し
か
し
、

沢
井
村
の
よ
う

に
役
人
を 
懐  
柔 

か
い 
じ
ゅ
う

し
て
興
行
す
る

村
が
後
を
絶
た

な
か
っ
た
の
で

す
。

　

こ
こ
に
幕
府

権
力
の
緩
み
と

内
部
の
腐
敗
、

農
民
の
根
強
い

娯
楽
好
み
を
読

み
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

沢
井
村
の
興
行
支
出

　

村
越
芳
夫
家
文
書
の
「
芝
居
祝
儀
受

納
帳
」に
は
、「
諸
品
調
物
買
入
控
帳
」も

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
興
行

の
裏
側
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

総
支
出
６
両
２
分
の
う
ち
、
４
両
が

浅
川
陣
屋
の
役
人
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

内
訳
は
「
木
村
様
」
に
２
両
、「
元
次

様
」
に
１
両
、「
足
軽
茂
七
殿
」
に
１
分

（
４
分
で
１
両
）
で
す
。
茂
七
と
同
じ

足
軽
と
み
ら
れ
る
嘉
平
は
興
行
中
村
に

出
張
し
て
お
り
、
宿
泊
し
た
日
も
あ
っ

た
の
で
、
酒
と
ヒ
ラ
メ
な
ど
の
肴
で
接

待
し
ま
し
た
。
現
代
ま
で
続
く
役
人
接

待
は
長
い
歴
史
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

芝
居
は
め
っ
た
に
な
い
娯
楽
だ
っ
た

の
で
飲
食
も
盛
ん
で
し
た
。
米
・
餅
・

ひ
じ
き
・
椎
茸
・
大
根
・
マ
グ
ロ
・
鰯
・

玉
子
・
キ
ジ
・
鴨
・
こ
ん
に
ゃ
く
・
豆

72

編
纂
室
だ
よ
り 

　

前
回
は
沢
井
村
（
こ
の
と
き
は
下
沢
井
村
）
が
弘
化
５
年
（
＝
２
月　

日
に

２８

改
元
し
て
嘉
永
元
年
、
一
八
四
八
）
２
月
に
興
行
し
た
地
芝
居
に
つ
い
て
、
主

に
祝
儀
（
寄
付
）
の
面
か
ら
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
支
出
を
通
し
て
見
え
る

村
人
の
生
活
の
様
子
と
、
一
方
で
農
民
に
対
し
風
俗 
矯  
正 
を
押
し
付
け
、
一

き
ょ
う 
せ
い

方
で 
賄  
賂 
を
取
る
幕
末
の
幕
府
役
人
の
あ
り
さ
ま
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

わ
い 
ろ

腐
・
シ
ミ
豆
腐
・
海
老
・
つ
く
ね
い
も
・

ネ
ギ
・
ゴ
ボ
ウ
・
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
が

食
材
で
し
た
。
酒
は
一
升
樽
で
６
本
以

上
が
飲
ま
れ
ま
し
た
。

　

芝
居
を
演
じ
る
若
者
へ
は
、
炭
・
皮

草
履
・
絹
糸
な
ど
の
代
金
が
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
。
会
津 
蝋  
燭 
・
む
し
ろ
・
火

ろ
う 
そ
く

鉢
・
大
工
作
業
は
、
興
行
の
必
用
経
費

で
し
ょ
う
。

北
山
形
村
で
は

　

以
上
の
よ
う
に
、
幕
府
浅
川
陣
屋
役

人
の
公
認
の
下
、
沢
井
村
で
は
地
芝
居

が
興
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
添
田
勇
三
家
文
書
に
よ
る

と
、
同
じ
嘉
永
元
年
の
７
月
、
浅
川
陣

屋
は
改
め
て
地
芝
居
の
禁
止
を
命
じ
ま

し
た
。
北
山
形
村
で
は
８
月
、
命
令
に

応
じ
て
庄
屋
伝
蔵
以
下　

人
の
全
戸
主

３２

が
印
を
押
し
て
地
芝
居
を
し
な
い
と
誓

江
戸
時
代
の
イ
ベ
ン
ト  
Ⅱ　
地
芝
居
と
沢
井
村
・
北
山
形
村

５
月　

日
�

１０

　

沢
田
地
区
公
民
館
「
親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室
」
に
親
子　

人
が
参
加
、
り
ん
ご
の

２５

摘
花
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

指
導
者
で
あ
り
、
場
の
提
供
者
で
も
あ

る
坂
本
立
平
さ
ん
か
ら
作
業
の
仕
方
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
黙
々
と
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
普
段
、
食
べ
て
い
る
り
ん
ご
が
、

こ
れ
ほ
ど
手
間
暇
が
か
か
る
作
業
の
末
に
、

出
荷
さ
れ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
改
め
て
果

樹
農
家
の
大
変
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

　

秋
に
は
、
り
ん
ご
を
使
っ
た
ジ
ャ
ム
づ

く
り
も
体
験
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

５
月　

日
�

３１

　

中
央
公
民
館
「
ぼ
く
も
わ
た
し
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
教
育
委
員
会
「
文
化
財

普
及
活
動
事
業
」
の
共
催
事
業
と
し
て
福

島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
『
ま
ほ
ろ

ん
』
を
訪
れ
、
施
設
見
学
の
ほ
か
様
々
な

体
験
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
小
学
生　

人
は
昔
の
道
具
、
土
器

３８

に
触
れ
た
り
、
火
お
こ
し
、
勾
玉
づ
く
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

火
お
こ
し
が
大
人
気
で
「
早
く
か
し
て
、

ぼ
く
に
か
し
て
」
と
、
ど
の
子
も
意
欲
的

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
全
員
が
火
を
つ
け

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
口
々
に
「
ま

た
、
や
り
た
い
ね
」
と
嬉
し
そ
う
に
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　完全学校週５日制実施により、子
どもたちが週末に家庭や地域で過ご
す時間が増えてきています。そこで、
今年度も子どもたちが豊かな体験が
できるよう教育委員会、公民館等で
週５日制対応事業を実施します。

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

ぼ
く
も
わ
た
し
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

▲北山形村の地芝居禁止請書
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長
期
の
休
み
は
気
を
付
け
て 

！！ 

50

取
り
除
き
、冷
気
の
循
環
を
よ
く
し
ま
す
。
扉

の
無
駄
な
開
閉
は
や
め
、開
け
て
い
る
と
き
も

短
時
間
に
し
ま
す
。

④
電
気
ポ
ッ
ト　

長
時
間
使
用
し
な
い
時
は

プ
ラ
グ
を
抜
く
こ
と
で
す
。

⑤
浴
室　

お
風
呂
は
、間
隔
を
あ
け
ず
に
入
る

よ
う
に
し
、シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
は
出
し
放
し
に

せ
ず
、こ
ま
め
に
止
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
洗
濯　

洗
濯
す
る
時
は
ま
と
め
洗
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

⑦
車　

運
転
時
、駐
停
車
中
の
無
用
な
ア
イ
ド

リ
ン
グ
は
で
き
る
限
り
し
な
い
。ま
た
無
駄
な

荷
物
を
積
ん
だ
ま
ま
運
転
し
な
い
よ
う
、タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
を
適
正
に
保
ち
、
急
発
進
、
急
加

速
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
く
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
そ
の
大
半
は
石
油
や
石
炭

な
ど
の
化
石
燃
料
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と

で
得
ら
れ
ま
す
が
、
同
時
に
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
ま

す
。
こ
の
ガ
ス
の
濃
度
が
増
大
し
、
以

前
は
宇
宙
に
放
出
さ
れ
て
い
た
地
球
の

熱
を
大
気
中
に
封
じ
込
め
、
地
球
の
温

暖
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
す
。
少
し
で

も
二
酸
化
炭
素
削
減
の
た
め
、
く
ら
し

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
心
か
げ

ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
で
き
る
具
体
的
な
省
エ
ネ
行

動
と
し
て
、
効
果
が
上
が
っ
た
の
は
次

の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

①
エ
ア
コ
ン　

冷
房
は　

�
を
目
安
に
温
度

２８

設
定
を
行
い
、さ
ら
に
屋
外
機
を
直
射
日
光
か

ら
遮
断
す
る
こ
と
や
こ
ま
め
に
フ
ィ
ル
タ
ー

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
で
、よ
り
効
果
が
上
が

り
ま
す
。

②
テ
レ
ビ　

見
て
い
な
い
時
は
消
す
、外
出
時

は
プ
ラ
グ
を
抜
き
ま
す
。

③
冷
蔵
庫　

物
を
詰
め
込
み
す
ぎ
る
と
、冷
却

効
果
は
上
が
ら
ず
電
力
を
余
分
に
使
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。冷
蔵
保
存
の
必
要
の
な
い
物
を

�
�
�
�
�
�

�
�
�

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る

省
エ
ネ　

の
提
案

１８

　

必
要
の
な
い
と
き
に
も
エ
ア
コ
ン

を
つ
け
っ
放
し
に
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

１
日
１
時
間
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を

控
え
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
が
日
常
生
活
の
な
か
で
、
暴
行
や
傷
害
、
わ
い
せ
つ
行
為
な

ど
の
事
件
の
被
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
な
ど
の
長
期
の
休
み
に
は
、子
ど
も
た
ち
が
一
人
で
出
歩
く

機
会
が
増
え
ま
す
。
自
宅
の
周
り
の
危
険
な
場
所
や
、日
頃
の
行
動
に

つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

不
必
要
な

エ
ア
コ
ン
の
使
用
を

控
え
ま
し
ょ
う
！

子
ど
も
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

 
一
人
で
遊
ば
せ
な
い

　

子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ

ー
ス
で
多
い
の
が
、
周
囲
に
大
人
の
目

が
な
く
、
一
人
で
遊
ん
で
い
る
場
合
で

す
。
遊
び
に
出
る
と
き
に
は
、
一
人
に

な
ら
な
い
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
教
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
一
人
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

や
、
不
似
合
い
な
子
ど
も
連
れ
を
見
か

け
た
と
き
に
は
、
ひ
と
声
か
け
る
よ
う
、

地
域
で
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
で
す
。

 
外
出
す
る
と
き
に
は

必
ず
行
き
先
を
聞
く 

　

出
か
け
る
と
き
に
は
黙
っ
て
行
か
ず

に
、「
だ
れ
と
」「
ど
こ
で
」「
何
を
す
る

か
」「
何
時
に
帰
っ
て
く
る
か
」
を
言
う

習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
時
間
を
意
識
さ
せ
た
り
、
危

険
な
場
所
に
行
く
こ
と
を
未
然
に
防
い

だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な
い
、

怖
い
目
に
あ
っ
た
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
を
教
え
る

　
「
困
っ
て
い
る
、助
け
て
ほ
し
い
」「
い

っ
し
ょ
に
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
」な
ど
と
言

葉
巧
み
に
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、子
ど
も

は
思
わ
ず
つ
い
て
行
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。知
ら
な
い
人
に
は
絶
対
に

つ
い
て
い
か
な
い
よ
う
に
、よ
く
教
え
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

危
険
を
感
じ
た
と
き
に
は
、大
き
な
声

で
助
け
を
呼
ぶ
の
が
効
果
的
で
す
。い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
も
、ふ
だ
ん
か
ら
、

大
き
な
声
を
出
す
訓
練
な
ど
を
さ
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 
毎
日
、何
が
あ
っ
た
か
を
話
し
合
う

　

危
険
な
目
に
遭
っ
て
も
、
し
か
ら
れ

る
こ
と
を
怖
が
っ
て
被
害
を
黙
っ
て
い

る
子
ど
も
も
い
ま
す
。
家
に
帰
っ
て
き

た
ら
、
そ
の
日
に
あ
っ
た
こ
と
を
話
し

合
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
ん
で

も
話
が
で
き
る
よ
う
、
日
頃
の
子
ど
も

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。

省
エ
ネ
効
果
早
見
表

年間削減効果
（節約額：円）※2

年間CO２排出量に対する
削減割合（％）※1省エネ行動商品名場所

2,0200.5 ～ 1.0冷房は２８℃を目安に温度設定するエアコンリ
ビ
ン
グ

1,7900.4 ～ 0.9省エネ型蛍光灯、電球型蛍光ランプを使用する照明器具
　9400.2 ～ 0.5見ていない時は消すテレビ
1,5700.4 ～ 0.8物を詰め込みすぎない

冷蔵庫
キ
ッ
チ
ン

1,2300.3 ～ 0.6適切な間隔をあけていれる
　7600.2 ～ 0.4無駄な開閉はやめ、開けている時間を短くする
2,4700.6 ～ 1.2使わない時はプラグを抜く電気ポット
5,3701.3間隔をあけずに入る風呂浴

室
・

洗
面
所

2,1100.4お湯を出しっ放しにしないシャワー
3,2200.2まとめて洗うようにする洗濯機
1,7100.6アイドリングはできる限りしない

自動車そ
の
他

　1600.1無駄な荷物を積んだまま運転しない
2,9401.0急発進、急加速をしない
1,5800.6タイヤの空気圧を適正に保つ
－2.3外出時はできるだけ公共交通機関を利用する

3,8001.0 ～ 1.8電気製品の未使用時はプラグを抜く
家電製品一般

9,6002.6 ～ 4.6エネルギー効率のよい商品機器を選んで購入
※１：「省エネ行動」に取り組んだときの１世帯あたりの年間ＣＯ２の排出量に対する削減割合。１世帯あたり年間ＣＯ２排出量：６２４４（㎏－ＣＯ２／年）として算出。
※２：「省エネ行動」に取り組んだことにより、１年間でどれくらい節約できるかを試算。
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　交通事故など、第三者の行為によって受けた傷病の医療費は、原則として加害者が全額負担すべきものです。
　しかし、その賠償が遅れたりするときなどには、国保で治療を受けることができます。このときの費用は、国
保があとから加害者に請求します。

交通事故と国保  交 通 事故と国保  

　ただし、次の場合は国保で治療を受けることはで
きません。 

�加害者からすでに治療費を受け取っている場合 
�業務上のケガの場合 
�酒酔い運転、無免許運転などによるケガの場合 

　国保で治療を受けるときは必ず事前に国保に連絡
し、すみやかに「第三者行為による傷病届」（用紙は
国保の窓口で）を提出してください。 

必ず
届け出を 　国保に届け出る前に示談

をすると、その取り決めが
優先して、加害者に医療費
を請求できない場合があり
ます。示談をする前に必ず
国保の窓口へ届け出をして
ください。 

示談は慎重に

今月の納期 町県民税（２期分）　国民健康保険税（２期分）　介護保険料（２期分）

になる
いい話。 ��������	
���������

　

保
育
所
の
「
よ
い
子
の
ピ
カ
ピ
カ
子

ど
も
歯
み
が
き
教
室
」
で
は
、
歯
の
大

切
さ
や
食
事
や
お
や
つ
の
こ
と
に
つ
い

て
話
し
、
歯
み
が
き
の
習
慣
づ
く
り
を

伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教
室
を

継
続
し
て
い
く
と
子
ど
も
た
ち
の
反
応

は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
継
続

し
て
教
え
て
い
く
こ
と
、
保
育
所
や
毎

日
の
ご
家
庭
で
の
取
り
組
み
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
す
。「
む
し
歯
の
な
い
歯
で
、

何
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
元
気
な

子
ど
も
に
育
て
た
い
」
と
思
う
の
は
誰

で
も
同
じ
。
で
も
、「
食
後
に
歯
み
が
き

さ
せ
る
時
は
…
？
」「
買
い
も
の
先
で
は

…
？
」「
泣
か
れ
た
時
は
…
？
」
と
、
そ

の
と
き
の
親
の
と
る
態
度
が
と
っ
て
も

気
に
な
り
ま
す
。

　

歯
の
健
康
は
単
に
虫
歯
を
作
ら
な
い

こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
歯
み
が
き
の

習
慣
づ
く
り
や
食
事
を
考
え
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

普
段
の
会
話
の
中
や
毎
日
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
、
親
子
の
信
頼
関
係
が
築

づ
き
あ
げ
ら
れ
る
の
で
す
が
、
小
さ
い

時
期
だ
と
親
も
意
識
す
る
こ
と
な
く
過

ぎ
て
し
ま
う
事
も
多
く
、
そ
の
中
で
約

束
、
我
慢
、
が
ん
ば
る
こ
と
を
身
体
で

覚
え
て
い
く
の
も
の
で
す
。
両
親
を
は

じ
め
、
家
族
、
子
ど
も
に
関
わ
る
す
べ

て
の
大
人
に
そ
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

欲
し
い
で
す
ね
。

 
我
が
子
を
知
ろ
う（
２
） 

１日の食事リズムから、健やかな生活リズムを
「体内リズム」に合った「体内リズム」に合った　　　

「生活リズム」を！　　　　　「生活リズム」を！

人間には、「体内リズム」が備わってい　人間には、「体内リズム」が備わってい
て、光（太陽）と深い関係があります。太陽て、光（太陽）と深い関係があります。太陽
が昇っている間は活動をし、夜は休息すが昇っている間は活動をし、夜は休息す
るようにできています。健康は、早寝早起るようにできています。健康は、早寝早起
きをし「生活リズム」を整えることが基本きをし「生活リズム」を整えることが基本
です。です。

朝食を食べて、朝食を食べて、
いきいきスタート！いきいきスタート！

食事は体内リズムと深い関係　食事は体内リズムと深い関係
にあります。朝食を食べて目を覚にあります。朝食を食べて目を覚
まし、脳に栄養分を送ります。まし、脳に栄養分を送ります。

間食や夜食は食べ過ぎないように！間食や夜食は食べ過ぎないように！

間食は食べ過ぎると栄養が偏ります。　間食は食べ過ぎると栄養が偏ります。
また、夜の遅い時間の夜食は、翌日の朝また、夜の遅い時間の夜食は、翌日の朝
空腹にならなかったり、エネルギーを使空腹にならなかったり、エネルギーを使
わず寝てしまう事で、肥満になったりしわず寝てしまう事で、肥満になったりし
ます。間食はほどほどに、夜食は食べなます。間食はほどほどに、夜食は食べな
い事が基本です。い事が基本です。

３食食べて肥満予防！３食食べて肥満予防！

朝、昼、夕の食事をきちんと食　朝、昼、夕の食事をきちんと食
べないと、空腹時間が長く、体内べないと、空腹時間が長く、体内
では食べた物の栄養をたくさんでは食べた物の栄養をたくさん
吸収しようと働きます。そのため、吸収しようと働きます。そのため、
太りやすい体質になってしまい太りやすい体質になってしまい
ます。３食食べることは肥満予防ます。３食食べることは肥満予防
にもなっています。にもなっています。

飲酒は「ほどほど」を心がけて飲酒は「ほどほど」を心がけて

適度なアルコールは「百薬の　適度なアルコールは「百薬の
長」と言われていますが、飲み過長」と言われていますが、飲み過
ぎは肝臓に負担をかけたり、中性ぎは肝臓に負担をかけたり、中性
脂肪となって血管にたまったり脂肪となって血管にたまったり
します。します。一般的に一般的に1日あたり、日1日あたり、日
本 酒 で１合、ビ ー ル 大 瓶本 酒 で１合、ビ ー ル 大 瓶
（633ml）１本がちょうど良いと（633ml）１本がちょうど良いと
いわれています。いわれています。

８月２５日までに納めましょう
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募
　
集 

相
　
談 

h
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F
メ
ー
ル
 

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
店
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
参
加
店
に
は
、
参
加
を
示
す

ポ
ス
タ
ー
等
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、

参
加
店
一
覧
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

掲
載
し
ま
す
。

●
対　
　

象

　

環
境
に
や
さ
し
い
商
品
の
販
売
や
Ｐ

Ｒ
を
行
う
お
店

●
応
募
期
限

　

平
成　

年
８
月　

日
（
水
）

１５

２０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
生
活
環
境
部
循
環
型
社
会
推
進

グ
ル
ー
プ

　

�
０
２
４
�
５
２
１
�
７
８
１
３

　

県
中
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
環
境

グ
ル
ー
プ

　

�
０
２
４
�
９
３
５
�
１
５
０
２

　

７
月
７
日
、
石
川
警
察
署
で
地
域
交

通
安
全
活
動
推
進
委
員
の
委
嘱
状
交
付

式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

石
川
町
か
ら
は
、佐
川
保
博
さ
ん（
双

里
）、
矢
内
清
史
さ
ん
（
高
田
）
が
委
嘱

さ
れ
、
２
年
間
に
わ
た
り
地
域
の
交
通

安
全
を
中
心
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
川
さ
ん
が
副
会
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
交
通
活
動
推
進
委
員

に
佐
川
さ
ん
・
矢
内
さ
ん

福
島
県
芸
術
祭

開
幕
行
事
を
開
催

　

平
成　

年
度
第　

回
福
島
県
芸
術
祭

１５

４２

開
幕
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
度

は
、県
中
地
区
を
重
点
地
区
と
し
て「
ひ

び
け
・
輝
け
・
心
の
文
化
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
８
つ
の
団
体
が
演
劇
、
郷

土
芸
能
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
な
ど
を
発
表
す

る
予
定
で
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の

で
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
日　
　

時

　

平
成　

年
８
月　

日
（
日
）

１５

３１

　

午
後
１
時
〜

●
場　
　

所

　

郡
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　

中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
バ
ス

等
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
庁
生
涯
学
習
文
化
ス
ポ
ー
ツ
領

域
生
涯
学
習
文
化
グ
ル
ー
プ

　

�
０
２
４
�
５
２
１
�
７
７
８
６

　

運
動
不
足
を
解
消
し
、
体
力
の
低
下

を
防
ぎ
、
さ
ら
に
は
骨
粗
し
ょ
う
症
や

転
倒
防
止
の
た
め
に
、
水
の
浮
力
を
利

用
し
て
無
理
な
く
個
人
の
力
に
合
わ
せ

グ
リ
ー
ン
購
入
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店
募
集

●
ど
ん
な
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
の
？

�
か
ら
だ
や
性
の
こ
と

�
妊
娠
や
出
産
に
つ
い
て

�
友
だ
ち
、
学
校
な
ど
人
間
関
係
の
悩

み
�
親
、
家
庭
な
ど
の
親
子
関
係
の
悩
み

●
対
象
の
方
は
・
・
・

�
思
春
期
に
あ
る
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生

�
思
春
期
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
方
々

�
思
春
期
の
男
女
に
か
か
わ
る
方
々

●
相
談
窓
口

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

須
賀
川
市
旭
町
１
５
３
�
１

　

�
０
２
４
８
�
７
５
�
７
８
２
２

●
電
話
相
談

　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
面
接
相
談

　

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

思
春
期
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
・
高
校
は

「
思
春
期
」
と
い
う
時
期
。
こ
の
時
期

は
こ
こ
ろ
も
体
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
人
に
言
え
な
い
悩
み

も
増
え
て
き
ま
す
ね
。

　
「
思
春
期
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」は
み

な
さ
ん
が
抱
え
る
「
ど
う
し
よ
う
」
に

お
答
え
し
ま
す
。

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

生
徒
募
集

た
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、
筋
力
強
化

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
・
時
間

　

平
成　

年
９
月
５
日（
金
）〜　

月　

１５

１１

２１

日（
金
）

　

毎
週
金
曜
日　

回
コ
ー
ス

１２

　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
２
時　

分

３０

３０

●
対
象
・
定
員

　
　

歳
以
上
の
男
女（
高
校
生
を
除
く
）

１８

　

人
２０
　

た
だ
し
、　

人
に
満
た
な
い
場
合
は

１５

実
施
し
ま
せ
ん
。

●
受
講
料

　

５
、
４
０
０
円
（
入
場
料
は
別
途
）

●
申
込
期
間

　

平
成　

年
８
月　

日（
日
）〜　

日

１５

１０

２０

（
水
）

●
講　
　

師

　

石
引　

明
美
先
生
（
鏡
石
町
専
属
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
温
水
プ
ー
ル

　

�
２
６
�
５
８
８
４

８
月

日
は
県
民
の
日
で
す
。

８
月　

日
は
県
民
の
日
で
す
。

２１２１

うう
つつ
くく
しし
まま

ササ
ママ
ーー
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン

　

石石
川
町
で
は
、
県
民
の
日
記
念
と

川
町
で
は
、
県
民
の
日
記
念
と

し
て
、
温
水
プ
ー
ル
を
無
料
で
開
放

し
て
、
温
水
プ
ー
ル
を
無
料
で
開
放

し
ま
す
。

し
ま
す
。

無
料
開
放
日
：
８
月　

日
（
日
）

２４

●
お
問
い
合
わ
せ
先

温
水
プ
ー
ル

　

温
水
プ
ー
ル

　

��
２
６
２
６
��
５
８
８
４

５
８
８
４

　

環
境
に
や
さ
し
い
商
品
な
ど
を
優
先

的
に
購
入
す
る
「
グ
リ
ー
ン
購
入
」
を

推
進
す
る
た
め
、
福
島
県
で
は　

月
を

１０

「
グ
リ
ー
ン
購
入
推
進
月
間
」
と
定
め
、

市
町
村
等
と
の
共
催
の
下
、
推
進
キ
ャ



19広報いしかわ　８月号

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

相　

楽　
　
　

良　
　
　
　

双　

里

佐　

藤　

志　

保　
　
　

須
賀
川
市

永　

沼　

寛　

道　
　
　
　

屋
敷
入

中　

田　

晶　

子　
　
　
　

北　

町

柴　

田　

朋　

宏　
　
　
　

東
京
都

川　

島　

仲　

子　
　
　
　

猫　

啼

郷　
　
　

文　

人　
　
　
　

沢　

井

吉　

田　

久
美
子　
　
　
　

沢　

井

我　

妻　

和　

彦　
　
　
　

南　

町

遠　

藤　

志
津
恵　
　
　
　

南　

町

渡　

邉　
　
　

浩　
　
　
　

北　

町

水　

野　

理
恵
子　
　
　
　

古
殿
町

8・9月 

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

鈴
木　

綾
樺

    

（
義　

成
・
知　

春
）
双　

里

り
ょ
う
か

我
妻　

蓮
也

    

（
正　

隆
・
沙　

織
）
猫　

啼

れ

ん

や

小
豆
畑　

燎
   

（　

仁　

・
優　

子
）
下　

泉

り
ょ
う

草
野　

彰
斗

    

（
正　

光
・
直　

美
）
曲　

木

あ

き

と

志
賀　

愛
大

    

（　

充　

・
さ
ち
え
）
屋
敷
入

ま

な

と

草
野　

愛
花

    

（
勝　

彦
・
美　

沙
）
曲　

木

ま

な

か

　

沼　

可
純

    

（
英　

介
・
優　

子
）
中　

野

か

す

み

大
竹　

峻
央

    

（
知　

良
・
裕　

子
）
下　

泉

た
か
ひ
ろ

南
條
ひ
か
り
（
正
・　
　
　
　
　
　

）
坂
路

迎　

瑠
唯
我

     

（
洋　

樹
・
菊　

江
）
塩　

沢

る

い

が

横
川　
　

周
   

（
靖　

志
・
美　

和
）
大
字
新
屋
敷

し
ゅ
う

小
針　
　

望
   

（　

務　

・
牧　

子
）
双　

里

の
ぞ
む

水
野　

有
彩

    

（　

栄　

・
美
江
子
）
板　

橋

あ

り

さ

矢
吹
真
奈
香

     

（
秋　

雄
・
真　

澄
）
谷　

沢

ま

な

か

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

蛭　

田　

時　

子　
　
　
　
　

南　

町

齋　

藤　
　
　

力　
　
　
　
　

立
ヶ
岡

矢　

吹　

重　

利　
　
　
　
　

谷　

沢

芳　

賀　

峰　

男　
　
　
　
　

北　

山

根　

本　

ヨ　

シ　
　
　
　
　

沢　

井

薄　

葉　

菊　

雄　
　
　
　
　

沢　

井

和　

氣　

ヨ　

シ　
　
　
　
　

長
久
保

８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月８月 AAAAAAAAAAuuuuuuuuuugggggggggguuuuuuuuuusssssssssstttttttttt　August

老人福祉センター

町民グラウンド

クリスタルパーク・石川

クリスタルパーク・石川

町民グラウンド

役場宿直室

クリスタルパーク・石川

老人福祉センター

町民グラウンド

心配ごと相談（午前１０時～）

会長旗野球大会

県南高校バレーボール大会

第４回南東北空手道選手権大会（～２４日）

会長旗野球大会

道路防災週間（～３１日）

交通事故巡回相談（午前１０時～）

石川地区音楽祭（～２８日）

心配ごと相談（午前１０時～）

防災週間（～９／５）

建築物防災週間（～９／５）

県民スポーツ県中大会地域壮年ソフトボール

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

木
金
土

日

１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７

２８
２９
３０

３１

９９９９９９９９９９月月月月月月月月月月９月 SSSSSSSSSSeeeeeeeeeepppppppppptttttttttteeeeeeeeeemmmmmmmmmmbbbbbbbbbbeeeeeeeeeerrrrrrrrrr　September

町民グラウンド

老人福祉センター
町民グラウンド

町民グラウンド

町民グラウンド

障がい者雇用促進月間（～３０日）
知的障がい福祉月間（～３０日）
がん制圧月間（～３０日）
健康増進普及月間（～３０日）
緑の募金（秋）（～１０月３１日）
オゾン層保護対策推進月間（～３０日）
防災の日

救急医療週間（～９日）

協会杯ゲートボール大会
心配ごと相談（午前１０時～）
協会杯ゲートボール大会
救急の日

老人クラブゲートボール大会

県会長旗県南野球大会（～１４日）

老人の日、老人週間（～２１日）

金

土
日
月
火

土

日
月
火
水
木
金

１

２
３
４
５

９

１０
１１
１２
１３
１４
１５

（平成１５年６月１日～６月３１日まで届出分　敬称略）

カ
ッ
プ
ル
誕
生

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
く
や
み

ナ
ン
ジ
ョ
ウ
レ
イ
エ
ス
、

マ
リ
ア
ル
ス
ビ
ミ
ン
ダ

〔〔〔

〔

〔〔



施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第197回● 
山形小学校 

　山形小学校は全校生22人の小さな学校ですが、春は白藤・秋はもみじ
と四季折々の美しい自然に囲まれた校舎で元気いっぱいがんばっていま
す。5月には伝統ある藤見会が行われました。7月にも講師の先生をお
招きして俳句会が開かれました。 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　北海道から九州まで生育する多年草で、７月から１０月に
かけて開花します。別名をミコシグサと言い、和名は古くか
ら下痢止めの民間薬として知られ、煎じて飲めばすぐに効果
があるということからこの名があります。高さは３０～６０cm。
花は紅紫色か白色で直径１～１．５ｃｍくらいの花を咲かせます。 

（ゲンノショウコ：フウロソウ科） 

　外槙保育所に通う長女の山田遥香さん（前列
右）、二女の実穂さん（前列左）と祖父の右一さ
ん（後列左）と祖母のトシさん（後列右）です。 

19,319人（＋10） 

（  ）内前月比 

●7月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,440人（＋10） 
9,879人（＋　0） 
5,603戸（＋　0） 

　宮中雅楽鑑賞会、大勢の人々が日本伝統芸能と
触れ合いました。子どもたちは退屈な時間だった
かな？心地よい音色が眠気を誘ったのかもしれま
せん。少年主張大会に取材の際に、ある小学6年
生の女の子からこんな質問がありました。「雅楽
をやるためには、どうすればいいの？」私は、驚き、
またその小学生に関心させられました。すぐに調
べて、その女の子に教えましたが、残念ながら男
だけの世界のようで、中学卒業後7年間の修行生
活等々、厳しい世界のようです。しかし、この事業
がきっかけになり、新たな夢や世界を広められた
ことは、やって良かったと実感できる瞬間かもしれ
ません。　　　　　　　　　　　　　（迎　茂城） 

「将来の夢は、昆虫博士」 

「大好きな昆虫たちといっしょ
にお散歩したいな。そんな思
いをバックにしました。」 

「アクアマリンに行ったときの
セイウチを描きました。体の動
きがわかるように、丁寧に色を
つけました。」 

酒井研弥さん(1年)
けん や 

「かわいいセイウチ」 

酒井瑞穂さん(6年)
みず ほ 

－ 

－ 
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